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実施内容 

 

 

（１） 英語教育の状況を踏まえた目標 

令和２年度については，文部科学省による英語教育実施状況調査が未実施であるため，平

成 29 年度から令和元年度までの状況等を基に，令和３年度の各校種における目標を以下の

とおり設定する。 

 

 【小学校】 

  平成 30 年度及び令和元年度に広島県で実施した「小学校外国語パワーアップ事業」の成果と

して，小学校教員の新学習指導要領への理解が深まり，それを踏まえた授業づくりが進んでい

ること，各小学校等で研究指定校の研究成果を踏まえた校内研修が実施されていることが挙げ

られる。一方で課題として，思考力，判断力，表現力等の育成に向けた指導への理解が十分で

ないこと，コミュニケーションを図ることに苦手意識をもつ児童への支援を充実させることが

挙げられる。この要因として，新学習指導要領を踏まえた授業づくりが進んでいる一方で，知

識・技能を活用しながら，思考力，判断力，表現力を高めたり，児童の主体的に学びを促した

りする実践の蓄積が十分でないことが考えられる。 

このような状況を踏まえ，一定の英語力を有した小学校外国語教育専科教員を活用し，好事

例等を蓄積するとともに，県内に発信・普及し，小学校教員の授業づくりを支援する。 

 

① 外国人とコミュニケーションを図ることへの興味関心を持っている児童の割合 

年度 
外国人とコミュニケーションを図ることへの

興味関心を持っている児童の割合 

平成 29 年度 73.0% 

平成 30 年度 72.2% 

令和元年度 70.3% 

令和３年度 令和元年度比増を目指す 

（県独自調査による） 

 

② 専科教員による好事例等を基にした校内研修パッケージ等の作成・発信（取組指標） 

 

 【中学校】 

  英語教育実施状況調査の結果を分析すると，生徒の授業における英語による言語活動時間及

び中学生に求められる英語力を有する生徒の割合は増加していることが分かる。これは，英語

担当教員が生徒に英語を使わせる学習場面を設定し，指導の工夫を図ったことにより，生徒の

授業における英語による言語活動時間が増加し，その結果生徒の英語力も向上していると考え

られる。一方，授業における，生徒の英語による言語活動時間の占める割合において，「半分未

満の時間，言語活動を行っている」と回答した教師の割合が県全体の 16％を占めている。また，

求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合は，国の目標値である 50％に達していな

い。 

 

① 求められる英語力を有する生徒の割合 

年度 英語力を有する生徒の割合 

平成 29 年度 42.4% 

平成 30 年度 43.9% 

令和元年度 44.1% 

令和３年度 50%達成を目指す 
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②  生徒の授業における英語による言語活動時間の割合 

年度 生徒の英語による言語活動時間の占める割合 

平成 29 年度 78.9% 

平成 30 年度 80.7%  

令和元年度 84.0%  

令和３年度 87.5%達成を目指す 

 

 【高等学校】 

英語教育実施状況調査の結果を分析すると，生徒の授業における言語活動時間の割合は増加

傾向にある一方で，英語担当教員の授業における英語使用状況は微増である。これは，授業に

おける生徒の言語活動の重要性の理解が教員側に浸透し，実際に言語活動を伴う学習活動が授

業の中に位置付けられてきたが，教員側が指示や説明等を行う際に日本語に頼る傾向があるこ

とが推察される。 

また，パフォーマンステストについては，「書くこと」と比較し「話すこと」に係るパフォ

ーマンステストの実施回数が少なく，科目「コミュニケーション英語」がⅠからⅡ，Ⅲになる

につれて，パフォーマンステストの実施回数が減少している。これは「書くこと」については，

指導方法や評価方法，ルーブリック等，これまでの取組の蓄積があるということが要因の一つ

だと推察される。また，「話すこと」に係るパフォーマンステストは，個々の生徒に対してテ

ストを実施する必要があるため，実施時間がかかるということや，「話すこと［やり取り］」

に係るパフォーマンテストやルーブリック等の開発が十分に行われていない，または好事例が

少ないことが影響している。 

 

① 学習到達度目標の整備状況 

年度 

 

CAN-DO リスト形式 

設定 

CAN-DO リスト形式 

公表 

CAN-DO リスト形式 

達成状況の把握 

平成 29 年度  100% 100% 100% 

平成 30 年度 100% 99.0%  100% 

令和元年度 100% 100%  100%  

令和３年度 100%達成を目指す 100%達成を目指す 100%達成を目指す 

 

② 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合 

年度 生徒の英語による言語活動時間の占める割合 

平成 29 年度 41.7% 

平成 30 年度 48.4% 

令和元年度 53.1% 

令和３年度 55%達成を目指す 

 

③ パフォーマンステストの実施状況 

 科目 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和３年度 

スピー
キング
テスト 

コミュニケーション英語Ⅰ 1.21 回 2.59 回 2.28 回 3.0 回達成を目指す 

コミュニケーション英語Ⅱ 1.03 回 1.01 回 1.61 回 2.0 回達成を目指す 

コミュニケーション英語Ⅲ 0.41 回 0.65 回 0.75 回 1.0 回達成を目指す 

英語表現Ⅰ 1.03 回 0.95 回 0.92 回 1.0 回達成を目指す 

英語表現Ⅱ 0.49 回 0.94 回 0.93 回 1.0 回達成を目指す 
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ライテ
ィング
テスト 

コミュニケーション英語Ⅰ 2.31 回 3.44 回 3.85 回 4.0 回達成を目指す 

コミュニケーション英語Ⅱ 2.23 回 2.81 回 3.83 回 4.0 回達成を目指す 

コミュニケーション英語Ⅲ 1.24 回 2.39 回 2.89 回 3.0 回達成を目指す 

英語表現Ⅰ 2.23 回 3.11 回 3.63 回 4.0 回達成を目指す 

英語表現Ⅱ 2.48 回 4.55 回 5.54 回 5.0 回達成を目指す 

 

④ 英語担当教員の授業における英語使用状況 

年度 英語担当教員の英語使用状況 

平成 29 年度 39%  

平成 30 年度 41.7% 

令和元年度 43.9%  

令和３年度 50%達成を目指す 

 

⑤ 求められる英語力を有する英語担当教員の割合 

年度 求められる英語力を有する担当教員 

平成 29 年度 81.2% 

平成 30 年度 80.3% 

令和元年度 82.9%  

令和３年度 85％達成を目指す 

 

⑥ 求められる英語力を有する生徒の割合 

年度 英語力を有する生徒の割合 

平成 29 年度 41.0% 

平成 30 年度 41.3%  

令和元年度 41.4%  

令和３年度 45%達成を目指す 

 

（２） （１）の目標を達成するための取組 

（１）に示した目標を達成するため，各校種において以下のとおり取り組む。 

 

 【小学校】 

① 小学校外国語教育専科教員を活用した指導方法等の研究及び普及 

県内（政令市を除く。）に 13名の小学校外国語教育専科教員（以下，小学校専科教員と

する。）を配置する。小学校専科教員は，国の最新の動向等を共有し，学習指導要領を踏

まえた小学校外国語教育の指導方法，指導計画の在り方及び学習評価等について研究する

とともに，県主催の研修（年３回）に参加し，小学校外国語教育に係る専門性の向上を図

る。また，小学校専科教員による取組を普及するため，校内及び校外への授業公開を行う

とともに，研究成果を踏まえた校内研修パッケージ等を作成・発信することにより，県内

各校での研修を充実させる。 

 

② 各市町等における研修への支援 

市町等において小学校外国語教育に係る研修を実施する場合，県教育委員会は市町教育

委員会からの要請に応じて指導主事を派遣し，指導・助言を行う。 
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③ 外部専門機関等との連携 

（１）の県主催の研修に外部専門機関等から講師を招き，研究の進捗等について指導・

助言を受ける。 

 

 【中学校】 

① ＩＣＴを効果的に活用した中学校英語授業の指導方法等の研究及び普及 

県内（政令市を除く。）の中学校等 22 校をプロジェクト研究校に指定する。プロジェク

ト研究校は，ＩＣＴを効果的に活用し，言語活動の充実及び生徒の英語力向上に向けた指導

方法等の研究を行うとともに，専門性を向上させるため，県が主催する研究協議会（年４回）

に参加し，研究成果を交流する。また，校区内の小学校等と連携し，小学校外国語科の授業

参観等を通して，校種間の円滑な接続を図る。  

研究成果を普及するために，研究協議会等において実践発表を行うとともに，研究成果を

踏まえた実践事例を作成・発信する。 

 

② 効果的な指導方法（５ラウンドシステム）等に関する実践的研究の推進及び普及 

   県内（政令市を除く。）の中学校等８校を研究推進校に指定する。研究推進校は，５ラウ

ンドシステムを取り入れた中学校英語授業の在り方に関する実践的研究を行う。また，英語

教育に関する有識者や研究推進校の英語担当者等をメンバーとする研究推進委員会を実施

し，授業研究を通した指導方法等に関する研究や教材開発等を行う。 

   研究成果を普及するために，県内の中学校英語担当教員等の希望者がオンラインで研究授

業等に参加できるようにする。 

 

 【高等学校】 

① 学習到達度目標の整備状況 

令和元年度までに，全ての県立高等学校において，CAN-DO リストの設定，公表及び達成

状況の把握はできており，整備の達成状況は 100％である。引き続き各校に実施を求めてい

くとともに，令和４年度入学生から年次進行で実施される新学習指導要領に基づき，「聞

くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書くこ

と」の五つの領域による CAN-DO リストの作成を求め，支援していく。 

 

② 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合 

生徒が授業中に英語を用いて言語活動を行う時間の割合については，これまでの取組に

よって増加傾向にあるが，十分とは言えない。そのため，生徒が英語を用いる言語活動が，

授業における学習活動の中心となる授業づくりを進めていく。具体的には，コミュニケー

ションが行われる目的や場面，状況等を設定し，必然性を持たせた言語活動や外国語指導

助手（ＡＬＴ）を効果的に活用した授業づくりについて，研究授業や研修等での実践交流

を通して，充実を図る。 

また，新学習指導要領の実施に向け，複数の領域を結び付けた統合的な言語活動を通し

て，「話すこと」や「書くこと」といった言語活動につなげる学習活動の改善を図る。好

事例については，研修等を通じて情報提供していく。 

 

③ パフォーマンステストの実施状況 

令和４年度に新学習指導要領が年次進行で施行される前の準備段階として，「コミュニ

ケーション英語Ⅰ」及び「英語表現Ⅰ」において，複数の技能を統合的に活用する力を評

価することや，スピーキングテスト及びライティングテストを引き続き実施し，各科目年

間３回以上の実施に係る指導・支援をする。 

また，問題や評価基準等を提出させ，好事例を研修や学校訪問等の際に情報提供すると
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ともに，学校訪問時には，英語担当教員に対し，授業づくりやパフォーマンステスト及び

評価基準の改善のための指導・助言をする。 

さらに，Google Classroom を使ってパフォーマンステストを実施するなど，ＩＣＴの効

果的な活用によるパフォーマンステストの実施について情報収集し，好事例について適宜

情報提供する。 

 

④ 英語担当教員の授業における英語使用状況 

研究授業や研修，学校訪問等を通じて，英語担当教員に複数の技能又は領域を結び付け

た言語活動を取り入れた授業づくりや，学科の特性を生かした単元づくりなど，授業改善

が行われるよう指導・支援する。 

また，各科目で設定した目標を達成するために必要な支援を，生徒の理解の程度に応じ

た英語を用いて行うことで，英語担当教員の言語使用を増やすようにするとともに，教員

自身の英語力の向上を図るよう促す。 

さらに，各校において実施される相互授業観察の授業観察シート等に，英語担当教員の

英語使用の状況や「話すこと」や「書くこと」に重点を置いた言語活動の実施についてフ

ィードバックが与えられるような項目を盛り込むなどの工夫を，授業改善が組織的に行わ

れるためにも，管理職にも協力を要請する。 

 

⑤ 求められる英語力を有する英語担当教員の割合 

管理職を通じて，実用英語技能検定等の受検を促し，CEFR B2 程度以上の資格取得を促す

ように働きかける。また，各研修を通じて，受検を促す。 

 

⑥ 求められる英語力を有する生徒の割合 

学校訪問指導や研究授業等を通して，各学校において授業づくり，授業改善を図る取組

が組織的に進められるように指導・助言することにより，英語担当教員の指導力向上を図

る。そのために，各学校においては，作成した CAN-DO リストに基づいた授業設計やパフォ

ーマンステストによる生徒の英語力の把握・検証が行われ，授業改善につながるＰＤＣＡ

サイクルが機能的に働くよう学校を支援する。 

また，生徒の英語力の把握・検証とともに，ＡＬＴ，ＩＣＴや遠隔システム等を効果的

に活用し，生徒が英語を使って言語活動を行ったり，授業以外の場面においても生徒が英

語に触れたり活用したりする機会を設定する等，各校に促していく。 

 

（３） （２）を実施する体制の概要 

下の図に示すとおり，各校種における研修会において，その趣旨を踏まえ，研修を深めて

いく。また，各教育事務所・支所，各市町教育委員会，教育センター，外部専門機関等との

連携を図り，県全体の英語教育を改善する。 
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目標管理書 令和３年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100 100 100 100 100
公表（％） 100 99 100 100 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 100 100 100 100 100 100

50 48.4 50 53.1 55 55 55

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 2.59 2.5 2.28 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 1.5 1.01 2.5 1.61 2 2 2.5
コミュニケーション英語Ⅲ 1 0.65 2 0.75 1 1 2
英語表現Ⅰ 2 0.95 2.5 0.92 1 1
英語表現Ⅱ 1.5 0.94 2.5 0.93 1 1 2.5

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2.5 3.44 3 3.85 4 4
コミュニケーション英語Ⅱ 2.5 2.81 3 3.83 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 1.5 2.39 3 2.89 3 3 3
英語表現Ⅰ 2.5 3.11 5 3.63 4 4
英語表現Ⅱ 3.5 4.55 5 5.54 5 5 5

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 3
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 3
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 50 41.7 50 43.9 45 50 50
85 80.3 85 82.9 85 85 85

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 45 41.3 45 41.4 45 45 45

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100 100 100 100 100
公表（％） 100 98.8 100 99.4 100 100 100
達成状況の把握（％） 100 100 100 100 100 100 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 80 80.7 82.5 84.0 85 87.5 90
スピーキングテスト（回） 3.5 3.3 3.5 3.5 3.7 3.9 4.0
ライティングテスト（回） 3.0 2.6 3.0 3.2 3.3 3.4 3.5

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 75.0 79.9 82.5 80.3 82.5 85.0 87.5
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 50 36.9 50 45.3 50 50 50
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50 43.9 50 44.1 50 50 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 50 75 100
公表（％） 50 75 100
達成状況の把握（％） 50 75 100

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

学習到達目標の整備状況

①学習到達目標の整備状況

③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）

高
等
学
校

中
学
校

2018 2019 2020 2021

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％）

現
行
課
程

指標内容

広島県教育委員会

2018 2019 2020

小
学
校

指標内容

新
課
程

2018 2019

2022

2021 2022

2022

2022

2021

2021

指標内容

指標内容

2018 2019

③パフォーマンステストの実施状況　

①学習到達目標の整備状況

2020

2020
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